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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも２個の光学素子を固着し、軸線（Ａ）に関して調整可能な光学素子ホルダ（
２，２′）を有する光学装置であって、前記光学素子ホルダ（２，２′）は、各個に光学
素子を固着する少なくとも２個の部分ホルダ（５ａ，５ｂ；５ａ′，５ｂ′）によって構
成した該光学装置において、２個の部分ホルダ（５ａ，５ｂ；５ａ′，５ｂ′）を、平面
的に互いに離間させ、軸線方向に細長い屈撓性のある少なくとも３個の連結脚（６，６′
）によって互いに連結し、前記連結脚（６，６′）を摩擦係合によって、適合する形状の
連結開口（８，８′）に軸線方向に変位可能に固着し、当該少なくとも２個の部分ホルダ
（５ａ，５ｂ；５ａ′，５ｂ′）が前記軸線に対し傾斜可能であることを特徴とする光学
装置。
【請求項２】
　請求項１記載の装置において、連結脚（６，６′）および適合する形状の連結開口（８
，８′）を、部分ホルダ（５ａ，５ｂ；５ａ′，５ｂ′）の端面（７，７′）に設けた装
置。
【請求項３】
　請求項１または２記載の装置において、連結脚（６，６′）をピン状に構成した装置。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか一項に記載の装置において、連結脚（６，６′）を円筒状のピ
ンとして構成し、連結開口（８，８′）を円筒状のボアとして構成した装置。
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【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の装置において、連結脚（６，６′）を第１部分ホ
ルダ（５ａ′）とは個別に構成した装置。
【請求項６】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の装置において、連結脚（６，６′）を第１部分ホ
ルダ（５ａ）と一体的に構成した装置。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか一項に記載の装置において、光学素子ホルダ（２，２′）をス
リーブ状に構成した装置。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか一項に記載の装置において、コリメータレンズ（４）およびレ
ーザーダイオード（３）を有する、調整及び合焦可能なコリメータ光学系（１）として構
成した装置。
【請求項９】
　請求項８記載の装置において、前記コリメータ光学系（１）およびビームスプリッタプ
リズム（９）を有する、調整及び合焦可能なビームスプリッタ（１′）として構成した装
置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、調整可能な光学装置、特にレーザーダイオードのための合焦可能なコリメー
タ光学系及び、光電子測定装置のための合焦すべきビームスプリッタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　レーザーダイオードは、発光ビームを平行光線化するため、付加的にコリメータ光学系
を必要とする。コリメータ光学系では、レーザーダイオードおよびコリメータレンズを光
学素子ホルダに取り付けた後に、互いに対向する位置において、軸線方向変位（合焦）お
よび軸線に対する傾動を行い、相互に調整しなければならない。
【０００３】
　簡単なコリメータ光学系の場合、レーザーダイオード及びコリメータレンズを製造する
際に、まず調整した後に固定する。このような、接着などによる固定プロセスは時間がか
かるため、大量生産を困難にする。
【０００４】
　特許文献１には、レーザーダイオードの心出しリングを設けたコリメータ光学系が記載
されている。この心出しリングを保持素子によってハウジング内に軸線方向に固定し、心
出しリングの周面と連係動作する調整素子の補助の下、ＸＹ平面上での調整をすることが
できる。このような、その都度事後調整可能なコリメータ光学系は、多数の個別の構成部
材によって構成する。
【特許文献１】独国実用新案第９００２６９８号明細書
【０００５】
　特許文献２には、コリメータ光学系およびプリズムを有し、このコリメータ光学系とプ
リズムとの間に、厚さが薄く、軸線方向に指向しかつ変形可能な変形ウェブを設けた調整
可能な光学装置が記載されている。変形ウェブは、光学素子ホルダとして作用する円筒状
スリーブ内で周方向に移動する孔を有し、これらの孔を通じてプリズマから反射した部分
光線が出射する。コリメータ光学系の調整は、塑性変形する変形ウェブによっては行わな
い。
【特許文献２】米国特許第６６５７７８８号
【０００６】
　特許文献３には、レーザーダイオード－コリメータレンズ－保持ユニットが記載されて
いる。ここでは、レーザーダイオードを筒状の保持部材に軸線方向に調整可能に圧入固定
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し、コリメータレンズを塑性変形可能な筒状部分に側方に変位可能に連結する。
【特許文献３】特開２００３－１０１１１９号公報
【０００７】
　特許文献４には、筒状のレーザーダイオード－コリメータレンズ－保持ユニットが記載
されている。ここでは、コリメータレンズを部分保持スリーブによって、保持スリーブの
内側滑材を介してプレス嵌めで連結する。
【特許文献４】独国特許第１９７０２５７３号明細書
【０００８】
　特許文献５には、調整用に塑性的に屈曲する梁部材を備えた、単一構造の保持ユニット
が記載されている。
【特許文献５】米国特許第４９３０８５８号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明の課題は、構成簡単かつ大量生産に適し、調整領域が広い調整可能な光学装置を
得ることにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　この課題は、特許請求の範囲における請求項１に記載の特徴により本質的に解決するこ
とができる。その他の有利な特徴は、特許請求の範囲の従属請求項に記載する。
【００１１】
　本発明によれば、軸線に関して調整可能な光学装置に、少なくとも２個の光学素子を固
着した光学素子ホルダを設け、この光学素子ホルダは、各個に光学素子を固着する少なく
とも２個の部分ホルダによって構成する。２個の部分ホルダを平面的に互いに離間させた
、軸線方向に細長い屈撓性のある少なくとも３個の連結脚によって互いに連結し、これら
の連結脚を摩擦係合によって、適合する形状を有する連結開口に軸線方向に変位可能に固
定する。
【発明の効果】
【００１２】
　摩擦係合的に変位可能な細長い連結脚によって、光学素子ホルダ自身を軸線に関して調
整できる。さらに、２次元的に互いに離間させた、軸線方向に屈撓可能な少なくとも３個
の連結脚が本質的に屈撓変形するため、光学素子ホルダ自身を傾斜させ、全体として少な
くとも１個の３点支持構造を生ずる。適切な自動調整ユニットを調整する際は、軸線方向
の間隔および軸線に対する傾斜が互いに最適に調整されるように、連結脚をそれぞれ、適
合する形状の連結開口に正確に嵌め込む。このことにより、部分ホルダをマイクロメート
ル単位の範囲および秒単位の角度範囲で正確に配置することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　好適には、連結脚および適合する形状の連結開口を部分ホルダの端面に設け、さらに好
適には、これらを対称的に配列することにより、それぞれの連結において得られる摩擦係
合において、調整可能な光学素子ホルダの安定性が最大になる。
【００１４】
　好適には、連結脚をピン状に構成する。このようなピン状の構造は、円、三角形、四角
形等の平行移動しても同一の横断面を有する幾何学的な角柱体とするとよく、この構成に
することにより軸線方向に変位させても、連結脚と、適合する形状の連結開口との係合は
維持できる。
【００１５】
　好適には、連結脚を円筒状のピンとして構成し、連結開口を円筒状のボアとして構成す
ることにより、各々の連結が回転対称になる。
【００１６】
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　好適には、連結脚を部分ホルダとは別個の構成することにより、例えば適切な太さを有
し屈撓性のある、銅またはアルミニウムによって構成した金属ピンなど、大量消耗品とし
て用いることができる規格化した連結脚を利用できる。
【００１７】
　代案として、連結脚を部分ホルダと一体的に、例えば射出形成部材として構成すること
も好適である。これにより、部分ホルダとは別個の連結脚を取り付ける工程を省略するこ
とができる。
【００１８】
　好適には、光学素子ホルダをほぼスリーブ状（中空円筒状または中空角柱状）に構成す
ることにより、適切な形状の構成素子を内部に同軸状に備えることができる。さらに、こ
のような構成により軸線対称になる。
【００１９】
　好適には装置を、コリメータレンズとレーザーダイオードとを有する、調整及び合焦可
能なコリメータ光学系として構成することにより、大量生産に適した調整可能な合焦すべ
き光源を得られる。
【００２０】
　好適には装置を、合焦化した光源としてコリメータ光学系を備え、ビームスプリッタプ
リズムを有する、調整及び合焦可能なビームスプリッタとして構成することにより、大量
生産に適した調整可能なビームスプリッタを得られる。
【００２１】
　本発明の詳細は、好適な実施例によって明らかであろう。以下、図面につき、本発明の
実施例を説明する。
【実施例１】
【００２２】
　図１及び図２には、合焦可能なコリメータ光学系１として構成し、軸線Ａに関して軸線
方向の間隔および軸線に対する傾斜を調整可能な光学装置を示す。この光学装置はスリー
ブ状の光学素子ホルダ２を有し、この光学素子ホルダ２に、レーザーダイオード３および
コリメータレンズ４として構成した２個の光学素子を嵌め込む。光学素子ホルダ２を、そ
れぞれ光学素子を保持する２個の部分ホルダ５ａ，５ｂによって構成し、これらの部分ホ
ルダ５ａ，５ｂを３個の、軸線方向に細長い屈撓性のある連結脚６によって互いに連結す
る。第１部分ホルダ５ａの軸線方向の端面７に連結脚６を対称的に配置し、第２部分ホル
ダ５ｂの端面７に設けた、連結脚６に適合する形状の連結開口８に、摩擦係合によって軸
線方向に変位可能に固定する。第１部分ホルダ５ａと一体的に、射出形成によって円筒状
のピンとして構成した連結脚６を、摩擦係合によって、円筒状のボアとして構成した連結
開口８に軸線方向に変位可能に嵌め込む。
【実施例２】
【００２３】
　図３及び図４には、合焦可能なビームスプリッタ１′として構成し、軸線Ａに関して軸
線方向の間隔および軸線に対する傾斜を調整可能な光学装置を示す。この光学装置は、ス
リーブ状の光学素子ホルダ２′を有し、この光学素子ホルダ２′に、嵌め込みまた合焦し
たコリメータ光学系１（図１及び図２参照）およびビームスプリッタプリズム９として構
成した２個の光学素子を連結する。光学素子ホルダ２′を、それぞれ光学素子を保持する
２個の部分ホルダ５ａ′，５ｂ′によって構成し、これらの部分ホルダ５ａ′，５ｂ′を
３個の、軸線方向に細長い屈撓性のある連結脚６′によって互いに連結する。第１部分ホ
ルダ５ａ′の軸線方向の端面７′の平面に分布させた連結脚６′を、第２部分ホルダ５ｂ
′の端面７′に設けた、連結脚６′に適合する形状の連結開口８′に、摩擦係合によって
軸線方向に変位可能に固定する。通常の円筒状の、または正方形の金属ピンとして複数個
の部材から構成して第１部分ホルダ５ａ′に圧嵌した連結脚６′を、摩擦係合によって連
結リンク６′に適合する形状の連結開口８′に軸線方向に変位可能に嵌め込む。
【図面の簡単な説明】
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【００２４】
【図１】本発明のコリメータ光学系として構成した光学装置のＩ‐Ｉ線上の横断面図であ
る。
【図２】本発明のコリメータ光学系として構成した光学装置の縦断面図である。
【図３】本発明のビームスプリッタとして構成した光学装置のIII‐III線上の横断面図で
ある。
【図４】本発明のビームスプリッタとして構成した光学装置の側面図である。
【符号の説明】
【００２５】
１　　コリメータ光学系
１′　ビームスプリッタ
２　　光学素子ホルダ
２′　光学素子ホルダ
３　　レーザーダイオード
４　　コリメータレンズ
５ａ　第１部分ホルダ
５ａ′第１部分ホルダ
５ｂ　第２部分ホルダ
５ｂ′第２部分ホルダ
６　　連結脚
６′　連結脚
７　　端面
８　　連結開口
８′　連結開口
９　　ビームスプリッタプリズム
Ａ　　軸線
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